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棗

奠
叢
用
化

豊

蠶
・

鍼

　
芳

香
族
炭

化
水

素
に

於

て

は

其
の

二

重

結
合
は

他

族
の

炭
化
水

素
の

場
合

の

二

重

結

合
に

比

し
甚
だ

安
定
に

し
て

從
來
諸
種

の

研

究
の

發
表
ぜ

ら

れ

し

も
の

孰

れ
略

其
の

水

索
添
加
の

困
難
噸

る

な

認
め

居
れ

る

が

演
者
等
は

之
が

果

し

て

難
事

双
る

や

に

就
て

檢

せ

ん

と

ぜ

り
、

然
う

に

偶
ζ

酸
性
白
土
の

存
在
が

大

豆

油
の

水

素
添
加
な

甚
だ

宥
利
に

導
く

畆

認

跨

之
な

芳
香

族
に

逋
用
ぜ

り
．

装
置
は

二

〇

Q
竓

の

振

盪
式
オ

ー

ト

ク

レ

ー

ヴ

に

て

之
に

五

〇

瓦
の

石四
灰

酸
と

三

％
の

酸

化
昌

ッ

’
ケ

ル
、

五

％
の

酸
性
白

土

と

な

加

へ

初
壓
八

G
氣
厭阻
に

於

て

行
へ

る

に

二

三

六

度
、

且

堅
咼

氣
厭昂
一
四

〇

氣
壓
に

て
一
〇

分

間
に

吸

收
ぜ

ら

れ

蔽

塵
「
0
氣
藤
を

示

し
大
豆

油
に

比

較
し

吸
牧
速
度
は

更
に

三

倍

の

逕
さ

な
り
．

叉

酸

化
ニ
ッ

ケ

ル

に

代
ふ

る

に

三

〇
∩

度
に

於

て

還
元
ぜ

ら
れ
し
昌
ッ

ケ

ル

を
使

用

ぜ

る

に

八

〇

度
に

て

八

分
に

て

可

な

り，

同

樣
に

ナ

フ

タ

リ

ン

も

酸
化
一「
ッ

ケ

ル

に

て

二

三

〇

度
に

於
て

獅

遣一
兀
ニ
ッ

ケ

ル

に

て

八

〇

度
に

於
て
ハ

イ

ド

ロ

ナ

フ

タ

リ

ン

な

生

成
し

ア

ン

ス

ラ

セ

ン

は

二

八
〇

度
に

於

て

ハ

イ

ド

ロ

ァ

ン

ス

ラ

セ

ン

と

な

れ

り
、

此

の

現

象

は

均
等
に

配
列
ぜ

ら

る

 

爲
に

安
定

な

ろ

芳

香
族
の

二

重

結
合
は

酸
性

自
土
の

添

加

に

依
り

其
の

吸

着
能
力
の

鷂
に

破

壞
ぜ

ら

れ
爲
K
水

素
と

結
合

し

易
く

な

れ

う

も

の

と

説
明

す
べ

く
潔

元
高
ッ

ケ

ル

の

揚
合
は

水

素
は

不

安
定
な
ろ
ニ
ッ

ケ

ル

水

素
化
合

物
な

爲
し

之
が

酸
性
白
土
の

吸
着
に

ょ

り

不

安

定
と

な

れ

る

二

重

結
合
に

容

易

に

入
る

故
な

り

　

撫
剛

産
胃

岩
油
の

水

棄
添
加

法

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

棗

奬
叢
用

豊
螺
良

纛

　

頁

岩
汕
畆．冖
ッ

ケ

ル

觸
媒
を

用

ひ

て

水

素
添
加
を

行
ひ

固

形
パ

ラ

フ

ィ

ン

の

收

量
を

増
し

油
の

安
声

度
な

大

に
し
ピ

ッ

チ

量
か

減

ず
る

研

究
に

就
て

は

曩
に

報
ぜ

し

所

な

る

が

水
素
添
加
に

際
し

酸
性
白

土
の

存
在

は

著
し
く

反
應
蓮

度
を

大
な
ら

し

む

る

か

認
め

酸
性
自
土

の

有
無
に

依

り

之

か

比
較

試
驗
ぜ

り
．

操
作
は

内
容
積
一
八

七

竓

の

オ

ー

ト

ク

レ

ー

ヴ

に
一

〇

〇

竓
の

頁
岩
油
を

探
り
二

％
の

酸
化
・冖
ッ

ケ

ル

か

用
ひ

酸

性

白

土
は

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
四
五

六

二

〇

％
存

加
へ

初
撚
九

〇
氣
魅

．

濫

度
三

三

〇

度
迄
加

熱

ぜ

し

が

酸
性
白

土

無
き

場
合

は

ニ

ニ

0
度
よ

り

徐
々

に

水

素
吸

收
を

開
始
し

加
熱

開
始
よ

り

五

瞳

間
の

處

理

に

依

り

冷
却

後
の

終

壓
二

〇
氣
匯
な

う

に

對
し

白
土
の

存
在
に

於
て

は

著
し

く

反
應

促

進
ぜ

ら

れ

終

瞠
一

〇

氣
壓
な
示

ゼ

リ
．

叉

充
分

粉
製
ぜ

る

頁
岩
油

に

於
て

も

粗
油
と

同

檬
の

反

應
あ

り

且

高
温
高
隴
に

於
け

る

水

素
添
加
に

際
し

て

は

毒

緊
は

左
ま

で
有

力
な

ら

ざ

る

等
の

諸
點
よ
り

酸
性
白

土
の

作

用

は

吸
着
に

因

る

促
進

に

依
う

も
の

に

し

て

白
土
の

觸

媒

毒
素

除
去

と

は

考
へ

ら

れ

ず
，

次
に

演
者

等
は

更
に

温

度
を

上

げ

水
素

添

加

と

熱

分

解
と

な
同

時
に

行
は

し

め

ん

と

ぜ

り
、

觸
媒
は

酸
化
昌

ッ

ケ

ル

五

％

と

し

酸
性
白

土
一

〇

％
な

加
へ

行
ひ

れ

る

が
二

〇

〇

度

よ
り

水
棄

吸
收

始
り

四
五

〇

度
に

て

急
激
な

ろ

分

解
に

依
り

壓
力

増

加
す駈

酸
化

鐵

な

觸

媒
と

す

れ
ば

反
應
の

温

度

は

約

四
六

〇

度
に

し

て

稍

高
き
な

以

て

輕
質

油
な

目

的
と

す
る

に

於

て

は

寧
ろ

鐵
の

方
佳
良

に

し

て

鐵

な

觸

媒
と

し

て

多
少
の

改
良

な

爲
さ

ば

最
も

滴

営
な
る

べ

し
，

生
成

物
に

パ

ラ

フ

ィ

ン

は

少

く

O
・
五

％
に

過
吉

ず
、

二

二

〇

度
迄
03

自

動
車
ガ

ソ

リ

ン

と

も

稱

す
べ

き
も

の

原
沺

゜
の

五

二

％
な

得
此
内
一
五

〇

度
迄
の

最
良

ガ

ソ

リ

ン

分
を

原
油
の

三

一

％
を

含
む

、

此

物

は

空
巾

に

放

置
マ

れ

ば

稍

着
色
し

て

淡
黄
乃

至

は

淡
羯
色
と

な
れ

共

精
製
到
つ

て

簡

單
に

し

て

本
邦

の

如

き

石
油

資
源
に

Z
し

き

國
に

て

は

多

量
の

埋

藏
量
有
ろ

油

頁
岩

を

原
料
と

す

る

點
に

於

て

甚
だ

注
目

す
ぺ

き
も

の

な

り

　

水

棄

と
｝
酸
化

俣
緊
よ

リ
石
油

合
成
賣

驗
報

告
（

第
二

報
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
早

稻

哭
學
・
用

蓋

撚

　

演
者

等

は
「
酸

化
炭
素
及

水

素
よ

り

石

油
の

合

成
に

就

て

研

究
ぜ

ろ

が
觸

媒
等
の

研

究
に

俵

る

も

依
然

其
の

得
量
を

大

な

ら

し
む

ろ

な

得

ざ

る

葎

以

て

根
本

的
に

其
の

機
構

を

檢
ぜ

ん

と

ぜ

り
、

石

油
の

合
成
に

就
て…
機
樽

か

見

う

に

當
り

注
意
す
ぺ

き
は
（

一
）

觸

媒
の

變

化、

從

來

觸

媒
の

性
質
に

就
て

檢
ぜ

る

は

有

る

も

處
理

後

の

其
の

觸
媒
の

變
化

に

就
て

檢
ぜ

る

も

の

な

し
、

觸

媒
は

反

應
に

よ
リ

コ

パ

ル

ト

は

炭

酸
鹽
か

作
り

反

麒

毒

素
と

し

て

影
奪
し
其
他

遊
離

炭
素
あ

ろ

も

令

屬
の

ヵ

ー

バ

イ

ド

の

生
成
如

何
は

不

明
に
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